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事業概略書 

事 業 名 精神科医療機関におけるピアサポートの現状と活用に関する調査 

事 業 目 的 

全国の精神科医療機関におけるピアサポート活動の実施状況を把握するととも

に、ピアサポートワーカーを雇用している精神科医療機関におけるピアサポート

ワーカーの雇用形態や業務内容、研修体制、雇用に当たっての課題や必要な支援

の仕組み等について実態把握を行う。加えて、ピアサポートワーカーを雇用して

いる精神科医療機関に対してヒアリング調査を実施し、先進事例として取組みの

ポイントを整理する。以上により、精神科医療機関におけるピアサポートワーカ

ー活用に向けた方策等について検討していくための基礎資料を収集する。 

事 業 概 要 

本事業では、①全国の精神科医療機関におけるピアサポート活動の実施状況の実

態を広く把握するためアンケート調査【一次調査】を実施した。次いで、②精神

科医療機関で雇用されているピアサポートワーカーの業務内容、就業状況、期待

される効果、サポート体制等を把握することを目的としたアンケート調査【二次

調査】を実施した。加えて、③精神科医療機関においてピアサポートワーカーを

継続的に雇用する際に必要な工夫や配慮、必要な研修、課題や必要な支援の仕組

み等について把握することを目的としてヒアリング調査を実施した。事業実施に

当たっては、学識者や精神科医療機関の専門職、ピアサポートワーカーを構成員

としたワーキンググループを設置した。 

事業実施結果 

及び効果 

一次調査によって、精神科医療機関における全国的なピアサポートワーカーの活

用状況と今後の活用・雇用意向、そしてそのための課題が明らかとなった。また、

二次調査とヒアリング調査により、精神科医療機関において雇用されているピア

サポートワーカーの勤務状況や業務内容、良い影響（当事者のロールモデルとな

ることや、専門職の人権意識を高め患者理解を深めること等）のほか、精神科医

療機関においてキャリアアップを図る上で重要なこと、ピアサポートワーカーと

専門職が抱える懸念や葛藤（立場の二重性に伴う葛藤等）、そしてピアサポートワ

ーカーの雇用において精神科医療機関等に求められる工夫やサポート体制とその

ポイント、必要な支援の仕組み等が整理された。本調査結果は精神科医療機関に

おけるピアサポートワーカーの有効性を示唆するものであり、今後は本調査結果

を踏まえ精神科医療機関におけるピアサポートワーカーの活用と雇用に関する知

見が一層蓄積されていくとともに、ピアサポートワーカーとの協働等に関する好

事例を収集し広めていくことが期待される。 
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